
 7月 11日 

修院長ベネディクト 

Benedictus de Nursia 

（480頃～547） 

～西洋的修道院制の確立者～ 

 

 

 

 ベネディクトはヨーロッパの父と呼ばれる人物で、ヨーロッパの

守護聖人です。 

 彼はイタリア中部のヌルシアで生まれました。そして 497 年に

ローマへ行き、修辞学を学びます。しかしまわりの学生たちがあま

りに堕落していることに失望した彼は、20 歳の時にローマ南部の

山中に行き、洞窟で生活するようになります。そして、ロマーヌス

という隠修士の影響を受け、彼は修道士として一生を送ることを決

意します。その彼の生き方は、次第に周辺の地域に知られていき、

ベネディクトに、ヴィコヴァロの修院長になってほしいという依頼

が届きます。彼はその依頼を受け、修道士たちを指導することにな

ります。 

 しかし、彼は厳しい戒律を修道士たちに課しました。それがあま

りにも厳しかったので、それに反発する修道士が彼に毒を盛るとい

う事件さえも起こります。その事件は未遂に終わったのですが、彼

はヴィコヴァロを離れ、再びスビアコの洞窟へと戻ります。その後、

彼の弟子たちのために 12の修道院を建てました。 

 そして 529年、ローマとナポリの間にあるモンテ・カッシーノに 

                

                         「ヌルシアの 

                       ベネディクトゥス」 

            

                                   フラ・アンジェリコ 

                               

 

修道院を建てるのですが、ここで用いられた会則が 73 章からなる

「ベネディクト会則」です。彼はその会則の中で、修道士の生き方、

祈り、礼拝、懲罰、修道院の運営に触れています。それは以前から

あった、東方における禁欲生活の伝統と、西方における修道規則と

をまとめたものでした。 

また、ベネディクト会は、祈りと労働と霊的読書を重んじます。

単なる禁欲生活ではなく、地域を開拓しながら、そして農民たちに

は農耕技術を教えながら、修道院生活を送っていきました。 

ベネディクト会の修道院は今も 2,000近くあり、修道士も 14,000

人ほどいるといわれています。さらにグレゴリオ聖歌はベネディク

ト会の修道院において完成しましたし、ロマネスク建築やゴシック

建築にも多大な影響を及ぼしています。西洋にとって、まさにベネ

ディクトは「父」と言えるのです。 

＜特祷＞ 

全能の神よ、あなたの恵みによって聖霊の愛の炎をその心に燃やし

た修院長ベネディクトは、公会の燃えて輝く光となりました。どう

かその信仰と愛によってわたしたちを燃え立たせ、光の子として常

にみ前を歩ませて下さい。主イエス・キリストによってお願いいた

します。     アーメン 


